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総数103、前週の94.5%と、やや減少です。
首位は、感染性胃腸炎、前週比73％、定点当たり7.3と、減少です。
2位は、溶連菌感染症が、前週比150％、定点当たり3.7と流行中です。
3位は、RSウイルス感染症、前週比240％、定点当たり3と、これも流行中です。
4位は、伝染性紅斑、前週比133％、定点当たり1.3と、これも流行中です。
以下は、定点当たり1未満で少数ですが、
インフルエンザが5位で、前週比40％、定点当たり0.7となっています。
あとは、水痘が3名、咽頭結膜熱2名報告です。
内科も含むインフルエンザ、前週比50％で、また半減、9定点中、小児科2、内科1の
3定点から報告で、型報告があったのは、全てA型です。
11/7提出の庵原地区のウイルス分離の結果は、H3N2でした。
11/23、小児科休日当番は、来院者78名、Flu check26名でA型4名、RSは5名、
激しい嘔吐の子、2名ノロcheckしてみましたが、陰性。
11/24は、79名来院で、A型1名、発熱と咳、嘔吐下痢が目立った状況だったそうです。
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静岡市清水区感染症発生動向
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増減病院:開業医
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